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https://www.ritsumei.ac.jp/slc/
サービスラーニングセンター WEB

サ ー ビ ス ラ ー ニ ン グ
立 命 館 大 学

セ ン タ ー
お寄せいただいた情報は、以下の方法で学生に紹介して
います。

➀ 掲示板やラックでの配架／ SNS での発信

➁ 来室した学生への情報提供

ボランティア募集や地域活動情報を
お寄せくださるみなさまへ

※ 衣笠キャンパス、びわこ・くさつキャンパス、大阪いばらきキャンパスの 
　 各センターにおいて情報提供を希望される場合は、紹介を希望するキャン
　 パスを明記の上、いずれかのキャンパスに広報資料をお送りください（キャ
　 ンパス間の送付については事務局にて行います）。

➀ 「団体情報カード」をご提出ください
　 （郵送 /E-mail/ 窓口でのご提出）

➁ 「団 体 情 報 カ ー ド」に 基 づ き、ヒ ア リ ン グ を
　 させていただきます

➂ 広報資料をお送りください
　 （郵送 / 窓口へのご持参）

初めて広報依頼をされる場合��

※団体情報に変更が生じた場合は、「団体情報カード」も併せてお送りください。

➀ 広報資料をお送りください
　 （郵送 / 窓口へのご持参）

➁ 衣笠キャンパス、びわこ・くさつキャンパス、
　 大阪いばらきキャンパスの各センターに情報
　 提供を希望される場合は、それぞれのキャン
　 パスに広報資料をお送りください

「団体情報カード」を提出済みの場合��

衣笠キャンパス
���������������

〒���-����
京都府京都市北区等持院北町��-� 有心館�階

TEL ���-���-���� FAX ���-���-����

びわこ・くさつキャンパス
���������������������

〒���-����
滋賀県草津市野路東�丁目�-�  アドセミナリオ�階

TEL ���-���-���� FAX ���-���-����

大阪いばらきキャンパス
������ ������� �������

〒���-����
大阪府茨木市岩倉町�-��� A棟�階AN事務室

TEL ���-���-���� FAX ���-���-����

団体紹介カード

word form pdf form google form





　OIC 学生コーディネーターが、「ドナルド・マクドナルド・ハウス おおさか健都（以下おおさか健都ハウス）」に協力

していただき、２０２２年度の Asia Weekで出展しました。大学主催の地域向けイベントを活用し、団体が抱えている「地

域の人からの認知度が低い」という課題解決に向けて取り組みました。「牛乳パックで募金箱づくり」や「クイズを通し

てドナルド・マクドナルド・ハウスのことを知ろう！」など地域の方々との交流を交えて、大学と地域の交流を図りな

がら団体のお悩み解決に貢献できました。また、団体のための募金活動も同時に行いました。

　Asia Week に来場した約２０００人の市民に対して、ドナルド・マクドナルド・ハウスのことを知ってもらう機会を作り、さ

らに４８０００円ほどの募金を集めることができました。また、すべての募金は「おおさか健都ハウス」に寄付しました。

※

※ドナルド・マクドナルド・ハウスは、自宅から遠く離れた病院に入院・通院している子どもたちとそのご家族のための滞在施設です。『第二のわが家』
　をコンセプトに、公益財団法人ドナルド・マクドナルド・ハウス・チャリティーズ・ジャパンが運営しています。

※ES（Educational Supporter）は、授業において教員や学生のサポートをする学部学生です。学生の質問対応や教材作成の補助など、教員と学生双方
　をサポートすることで授業をスムーズに進め、より効果的な学習効果を生み出す役割を果たします。

��

　サービスラーニングセンターの学生スタッフ「衣笠学生コーディネーター」が、文化財保護への関心の醸成を目指し、「世

界遺産 真言宗御室派総本山 仁和寺」（以下、仁和寺）にて、清掃ボランティア活動を企画・実施しました。

　文化財保護やボランティア活動に関心のある３２名が３日間にわたり、世界遺産である仁和寺の住職や学芸員からの説

明を受け、文化財保護・活用について学びました。

　また、御殿庭園の草抜き、同庭園の砂目付をはじめ、普段は入ることができない御堂での清掃活動を行いました。

Asia Week での出展��世界遺産 仁和寺
ボランティア体験プログラム ����

に ん な じ��
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大船渡市盛町 七夕まつり
サポートプロジェクト ����

お お ふ な と し さ か り ち ょ う��
�� ���� ����� 【８日間】�����

� � ���� ���������

　日本三大祭（京都三大祭）の一つである祇園祭。「地域課題への関心醸成」「伝統文化並びに芸術振興に寄与」を目的

に初めてのプログラムとして実施。

　計６日間、延べ７７名の学生が、祭りを支える担い手として巫女や裏方として活動を行いました。

　参加学生からは、「『京都人の京都人による京都人のためのもの』という印象が強かったのですが、実際は仕事関係で京都

に住んでいる方や結婚を機に移り住んだ方などが多くいて、お話を伺う中でオープンな印象に変化しました。」という気づ

きの他、サービスラーニング科目（正課授業）の受講につながった学生など、課外活動を通じた学びの接続もみられました。

　コロナ禍のため一部活動に制限があったものの、次年度も受入団体との連携のもと実施を予定しています。

� ������ ���� ����� 【内６日間】

祇園祭 菊水鉾
ボランティアプログラム ����

き く す い ほ こ��

「参加された学生の皆さんには、これを機に文化財保護について興味を持ってもらえればと

思います。そして、他のボランティア活動にもぜひ参加してもらえればと願っています。」

企画者 文学部 � 回生コメント 立命館大学ホームページ
NEWS&TOPICS でも
紹介されました

活動報告
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活動報告
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活動報告
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活動報告
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　立命館大学では岩手県大船渡市と包括連携協定を締結しており、様々な連携や交流を行っています。中でも、１週間

ほど現地に滞在しながら「盛町灯ろう七夕まつり」の運営を準備から片付けまでを支える本プロジェクトは、２０１２年

度から続く取り組みです。２０２２年度の「盛町灯ろう七夕まつり」は、２年に渡るコロナ禍での中止を経て、まちの装

飾やプログラムを一部縮小しながらも３年ぶりに開催されました。

　立命館大学からは合計１９名の学生（課外プログラム参加者、正課科目受講生およびES）が参加し、地域の方々の祭に

込める熱い想いに触れて心を震わせ、自分も盛町の行事や伝統を継承する一員であることの自覚を携えて徐々に地域の

中に溶け込んでいく姿が印象的でした。

※
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地域参加学習入門

��
現代社会とボランティア

サービスラーニング科目紹介
�������������������������

大学生の学びの場はキャンパス内にとどまるものではなく、
ボランティア活動などの、地域へ参加する活動を通じても、
かけがえのない学びを得ることができ、人間的な成長や、専
門知識への関心が高まります。しかし、地域参加活動の魅力
や、そこで得られる学びは、活動を行っていない者にはなか
なか理解しがたいものでもあります。また、社会的な活動で
あるため、事前に諸々の注意事項を理解しておく必要があり
ます。この授業では、社会で学ぶ自己形成のために、地域参
加活動へ誘う動機づけをおこないます。そして、活動に参加
するための心構えを身につけることも目的とします。

超少子高齢化と高度情報化の社会において、よりよい未来を拓
くために高い倫理観を携えた模範的な行動、すなわちボランタ
リーな活動の展開が一層重要になってきました。とりわけ人口
減少社会においては、AIで代替可能な社会サービスは何か、転
じて人間にこそ求められる役割は何か、存在価値の追求が欠か
せないためです。この授業では、授業期間内でのボランティア
活動の体験と、その体験の言語化を通して、模範的な市民とし
ての知識と能力と態度を習得します。それにより、他者と連携・
協働しながら、社会を生き抜く力や地域の課題解決を社会の構
成員の一人として主体的に担うための力を養います。

��
現代社会のフィールドワーク

��
シチズンシップ・スタディーズ

机の上での学びが「デスクワーク」とするなら、キャンパスを
出て、まちの動きの只中で学ぶ「フィールドワーク」は、もう
一つの学び方です。何より「複雑に入り組んだ現代社会に鋭い
メスを入れ、さまざまな謎や疑問を徹底的に究明する」といっ
たフレーズは、テレビの中だけで通用するものではなく、むし
ろ、誰もが率先して「問い」に向き合う合い言葉として携えて
いってよいでしょう。この授業では「座」と「動」を織り交ぜ、
社会における問題の発見から解決までのシナリオを協働で探る
ことを目的とします。

地域社会で行われる事業に参加し運営を支えることを通じ
て、そこに携わる人々の役割や責務を体験的に学びます。具
体的には、地域が抱える課題に NPO や住民組織、自治体等
が取り組んでいく過程を知り、倫理観・正義感・責任感の涵
養への関心が促されることとなります。現場と教室を往還す
るサービス・ラーニング手法に基づき体験を学びに変えるこ
とで、他者やコミュニティへ関心を持ち、能動的で責任ある
行動を取る力を育成します。
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ボランティアセンターをびわこ・
くさつキャンパス（BKC）にも開設。
障害学生支援室も併設。

共通教育推進機構設置に伴いボ
ランティアセンターをサービス
ラーニングセンターに改組。

立命館大学震災支援情報ネッ
ト ワ ー ク（��� +Rnet）を 学 生
部と合同で設置。

サービスラーニングセンター
の科目を教養科目C 群で展開。

大阪いばらきキャンパス（OIC）
開設。

阪神・淡路島大震災発生後、学生が主体
となって大学内に「ボランティア情報
交流センター」を設置。

ボランティア活動推進の要となる教育プ
ログラム「ボランティアコーディネー
ター養成プログラム」開始。（～���� 年度）

ボランティアセンターを衣笠キャンパ
スに開設。
障害学生支援も所管する。

現代GP「地域活性化ボランティア活動
の深化と発展」採択。

（～ ���� 年）
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サービスラーニングセンターの歩み
�������������������������������

学生 地域社会
（フィールドワーク）

大学
（デスクワーク）

サービスラーニングセンターの
役割と概要
������ ������������������������

立命館大学サービスラーニングセンター

は、２００４年に創設したボランティアセ

ンターを発展させ、２００８年に設立され

ました。

学生が学びと成長を深めるための教学プ

ログラムを開発・体系化する機関として、

教養教育におけるサービスラーニング科

目を開講しています。また、大学と地域が課題解決に取り組むネットワーク拠点としての役割を担うと共に、地域･社会にお

けるボランティア活動を企画・展開しています。

あわせて、学生同士が主体的に学び合い、支え合う「ピアサポーター」としての「学生コーディネーター」を採用・育成しています。

詳しくはこちら

サービスラーニング科目








